


















2)　『日本からブラジルへ──移住 100 年の歩み』財団法人日伯協会、2012 年、73 頁。
3)　1940 年 4 月 18 日の統計によると、在ブラジル日本人数は 20 万 5850 人で、そのうちサンパウ



















































































































10)　大谷栄一「戦前期日本の日蓮仏教に見る戦争観」『千葉大学　公共研究』第 3 巻第 1 号、2006



























に上映された劇映画の数は下記の通りである。1920 年代 4 本、1930 年 3 本、1931 年 0 本、
1932 年 1 本、1933 年 8 本、1934 年 14 本、1935 年 13 本、1936 年 14 本、1937 年 16 本、1938
年 14 本、1939 年 14 本、1940 年 11 本、1941 年 4 本。上記の統計数字に些細なズレがあった






























1938 年 8 月の新聞に、岡山合同新聞社の特派記者が「読売新聞社の事変ニュース抜粋五巻」
を持って上陸したことが報道されている。「ニュース映画お土産に　多賀特派記者来伯　三か
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うちにつちかう
















































































26)　『聖州新報』、1939 年 8 月 17 日。
27)　『聖州新報』、1940 年 9 月 14 日。
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おわりに
　本論はブラジルで日本映画が最初に上映された1925年から、日本映画の上映が
禁止される1941年までの時期を追った。上映された日本映画の受け止め方に、各
時代における移民たちの複雑な心境が如実にあらわれていた。やがてブラジルは枢
軸国と国交を断絶し、移民たちは祖国日本と居住国のブラジルの両方から孤立した
まま戦時中の暗黒な日々を過ごすことを余儀なくされた。終戦を迎えた後も、敗戦
を納得できず戦勝デマを信じる者（勝ち組）と敗戦を理解している者（負け組）に
分かれ、混乱期は数年も続いた。ふたたび日本映画が移民たちの心に潤いをもたら
すようになるまでは、1948年頃を待たなければならなかったのである。
　資料調査にあたって、ブラジル日本移民史料館の小林エドアルドさん、松浦仁司
さん、佐藤恵司さんから大変お世話になりました。この場を借りてお礼を申し上げ
ます。
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